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1．はじめに 

 一般国道を横断する排水用ボックスカル

バート(内空幅 2.0m、内空高さ 1.4m)の改築

において、流末箇所の借地予定地での事業

見直しにより、当初の設計よりも借地期間

を短縮する必要があった。 

本報文では、現場の制約条件を踏まえ、

経済性および施工性の比較を行い、借地期

間を短縮し、隣接する民有地への影響を最

小限に留めたボックスカルバートの改築に

おける施工計画の検討について報告する。 

 

２．概要 

 一般国道を横断する既設ボックスカルバ

ートは、図.1 に示すように高規格道路の橋

台建設に伴い、改築が必要となった。当初

の施工計画は、一般国道を供用しながら 1

次施工から 3 次施工までの 3 段階に分けて

行うこととされていた。 

 

図.1 本路線の位置図 

 

また、施工時の上流と下流を結ぶ排水処

理は、図.2 に示すように仮排水を用いて切

回す方針が示されていた。 
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図.2 1 次施工を示した平面図 

 

３．問題点 

 当初の施工計画では、仮排水の吐口は隣

接するバス会社の用地の一部を借地する必

要があった。バス会社の建て替え計画では、

借地予定箇所が出入り口となり、借地期間

が長引けばバスの運行に支障をきたすこと

が判明した。 

 当初の施工計画における仮排水の撤去時

期は、新設ボックスカルバート(以下、新設

ボックスと称す。)の布設後となり、改築工

事の終盤であった。そのため、借地期間が

長期間となることが問題点となった。 

 さらに、図.3 に示すように新設ボックス

布設後は、側道が整備され、供用開始が予



 

定されていた。 

そのため、仮排水の撤去に伴う掘り返し

も問題点となった。 
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図.3 仮排水施設撤去時の平面図 

 

４．課題 

新設ボックスを整備するにあたり、仮排

水による切回しは必須である。また、下流

側の新設ボックスと水路が同一の位置であ

ることを踏まえると、吐口付近に仮排水を

設ける必要があり、仮排水を移設すること

は困難であった。 

したがって、仮排水の必要性と問題点を

踏まえると、以下の事項が課題となった。 

①吐口付近の借地期間(仮排水の取り付け

区間)を短縮する施工方法を検討する。 

②仮排水撤去に伴う側道の再掘削を回避す

るための施工計画とする。 

 

５.課題に対する解決策 

 吐口付近の借地期間を短縮し、かつ側道

の再掘削を回避するための課題解決の方法

として、1 次施工後の仮排水の処理方法を

検討した。 

 

５.１  第１案(現場打ち Co による検討) 

 本案は、図.4 に示すように一般国道の切

回しおよび側道の整備に影響を及ぼさない

位置を定め、1 次施工の下流側の新設ボッ

クス 2 函を最終施工とし、その区間を利用

して仮排水を処理する。 

 また、最終施工とする 2 函の新設ボック

スは、布設済み箇所との接続を踏まえ、現

場打ちタイプに変更する。 

 このような施工ステップを踏むことで、

借地期間を短くすることが可能となる。さ

らに、仮排水は、側道の整備前に撤去する

ため、再掘削は伴わない。 

 ただし、最終施工の現場打ちタイプは、

28 日間の養生が必要となり、その期間中は

ポンプアップによる排水処理となる。 

 これらを総合的に評価すると、近年多く

見られるゲリラ豪雨等が発生した場合に処

理が困難になるリスクがある。さらに、ポ

ンプアップにて処理する雨水は、側道を横

断せざる得ないため、交通車両に影響を及

ぼす。 

 よって、当案は施工時のリスクが高く、

側道への影響が懸念されるため、不採用と

した。 
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図.4 第 1 案の施工ステップ平面図 

 

５．２ 第２案（側壁開口による検討） 

 本案は、第 1 案の施工時のリスクおよび

側道への影響を回避するために、新設ボッ

クスの側壁を開口し施工中の排水を処理す

る案である。 
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 仮排水に必要な円形の通水断面は、φ

1350 ㎜であった。それに対し、新設ボック

スの内空高さは1000㎜であるため1函に仮

排水を接続することは困難である。よって、

仮排水と同等以上の通水断面積を確保する

ために、φ800 ㎜を 3 本接続する計画とし

て検討した。 

 ただし、側壁を開口した新設ボックスを

閉塞するために、側壁版を設置する必要が

ある。 

これらを総合的に評価すると、側壁版の

設置に伴う再掘削や埋戻しを要するため、

手戻り工事が発生することから、本案は不

採用とした。 
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図.5 第 2 案の施工ステップ平面図 

 

５.３  第 3 案(PC 部材 2 函設置案) 

 本案は、第 2 案の手戻り工事を解消する

ために、図.6 に示すように 1 次施工におけ

る上流部の 2 函を最終施工とし、2 函分の

空間を利用して仮排水の処理を行う案であ

る。 

 最終施工とする 2 函は、施工時のゲリラ

豪雨等によるリスクを軽減するために、当

初計画どおりのプレキャスト製品を用いて、

施工工程の短縮を図った。 

また、仮排水を新たに 1 次施工の上流側に

設置することで、借地箇所に係わる仮排水

を早期に撤去することが可能となる。 

 本案の施工ステップに変更することによ

り、借地期間を短縮でき、かつ側道への再

掘削を回避できるため、採用とした。 
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図.6 第 3 案の施工ステップ平面図 

 

５.４ ボックスカルバートの結合方法 

 本設計で提案した施工ステップは、2 函

分のボックスカルバートを落とし込みとす

るため、通常の PC 鋼棒や高力ボルトを利用

した連結は困難である。 

 そこで、図.7 に示すように落し込みクリ

アランスを 5 ㎝設け、布設済みのボックス

カルバートの結合は、後施工アンカーによ

る配筋を行い、その周りを現場打ちコンク

リートで巻き込む方法とした。 

 

図.7 ボックスカルバート結合方法断面図 

 

５.５ 借地期間の短縮 

 当初計画における借地期間は、仮排水を

設置後、第 1 次から第 3 次までの新設ボッ

クスを布設し、仮排水を撤去する工程であ
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った。その期間は、表.1 に示すように約 8.6

カ月を要する。 

 

表.1 当初計画の借地の期間  

過
年
度
設
計
時

6カ月 7カ月 8カ月 9カ月

約7日

約40日

磁気探査工

1カ月 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月

約15日

約51日

約48日

約257日

約8.6カ月
合計＝

日数工種

約96日

ボックスカル
バート工

基礎工・接合工
・管理人孔・重力

式擁壁

土工・

仮設排水管設置お

よび撤去

深層混合処理工

仮設土留工
(設置・撤去)

3015 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30

 

 

それに対して採用案は、借地箇所に影響

する仮排水を早期に撤去することで、表.2

に示すように借地期間が約 4.1 カ月となる。 

 

表.2 本提案の借地の期間 

本
設
計
に
お
け
る
施
工
計
画
の
検
討

深層混合処理工 約8日

仮設土留工
(設置・撤去)

約20日

土工・

仮設排水管設置お

よび撤去
約26日

工種 日数

ボックスカル
バート工

約20日

基礎工・接合工

・管理人孔・重力
式擁壁

約1日

磁気探査工 約48日

合計＝
約123日

約4.1カ月

8カ月 9カ月1カ月 2カ月 3カ月 4カ月 5カ月 6カ月 7カ月

30 15 30 15 3015 30 15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 15

※ボックスカルバートの基礎工のみ

 

 

 本提案により、約 4.5 カ月の借地期間の

短縮を実現することができた。さらに、当

初計画における側道への手戻り工事の期間

である約 2 カ月も短縮が可能となった。 

 

５.６ コスト縮減 

 当初計画は、図.8 に示すように仮排水の

撤去時に側道が整備されていることから、

再掘削等の手戻り工事が必須となる。再掘

削を行うには、床掘深さが約 4.0m となり、

布設した新設ボックスへの影響および地下

水位を踏まえると、仮設土留め工を要する

ものであった。 
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図.8 当初計画の仮排水撤去時の平面図 

 

 本提案における施工ステップでは、側道

の整備前に撤去することが可能となるため、

手戻り工事が不要となり、表.3 に示すよう

に約 1,200 万円(諸経費込み)のコスト縮減

を実現することができた。 

 

表.3 仮排水撤去に伴う概算費用 

 

 

６．おわりに 

本設計では、バス会社の新しくなる出入

り口の影響(借地)期間を短くするために、

施工ステップを変更し、結合方法を検討し

た。検討の結果、新設ボックスと既設水路

の吐口が同一の位置になるため、一時的な

借地期間は必要なものの、一般国道の切回

しの状況を踏まえ、空間を利用した施工ス

テップに変更したことで、借地期間を短縮

することが実現できた。さらには、側道へ

の影響を無くすことができコスト縮減にも

繋げることができた。以上のことから、有

効な施工計画の変更ができたと考える。 
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